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ビジネスをON芝 玄OFFする

サ:と'S岳月機1瀬豊蝿縄脳母
細轟姦欄の
黛機麟裁|て,

ビジネス
スピリッツを磨く。

4月のスケジュール
経済について
ゲストが語る…。

ビジネス&ライフ
シーンを彩る。

http://www.nikkeibin口 tokkuban.com

日樹酪選こだわりのある名店
こ商設,こ接待・お食事会に
おすすめ勿レメ

lEAD LlNE

ツヽプインタピュー

寺代のキー

ミーツンに聞く。

聾

轟大
手
人
材
会
社
パ
ソ
ナ
の
元
社
長
、

上
回
宗

央
氏
が
経
営
す
る
（株
）プ
ロ
フ
ェ
ン
ン
ョ
ナ
ル
バ

ン
ク
（０４
年
１０
月
設
立
）
は
、従

来
の
人
材
会
社

と
は
軸
を
変
え
、

求
め
る
側
と
求
め
ら
れ
る
側

を
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、

人
材

会
社
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

自
ら
が
団
塊
世
代
で
あ
る
た

め
か
中
高
年
層
の
再
就
職
に
力
点
を
お
く
よ
う

だ
が
、

４。
歳
前
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
了
／
か
ら
も
注
目

さ
れ
て
い
る
同
社
の
戦
略
と
は
何
か
…
。

上
回

氏
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

ラ

イ

フ

ワ

ー

ク

を

全
う
す
る
た
め
の

社
会
的
シ
ス
テ
ム
を
創
る
。

２０
数
年
来
、

人
材
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
り
、

当

時
か
ら
の
変
化
に
は

「隔
世
の
感
あ
り
」
と
振

り
返
る
上
回
氏
は
、

日
本
の
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
の

現
状
に
つ
い
て
語
っ
た
。

「派
遣
や
斡
旋
の
対
象
は
若
い
人
中
心
。

体

力
勝
負
で
、

何
で
も

一
生
懸
命
や
る
人
が
望
ま

れ
、

培
っ
て
き
た
ス
キ
ル
や
経
験
を
持
つ
ベ
テ

ラ
ン
ヘ
の
エ
ー
ズ
が
極
め
て
薄
い
」。

こ
れ
は

「流
動
的
な
就
職
、

つ
ま
り
、

フ
レ

キ
シ
ブ
ル
に
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
ス
タ
ィ
ル

と
い
っ
た
土
壌
が
な
い
た
め
」
と
分
析
。

「先

進
国
の
中
で
も
、

特
に
日
本
は
ス
キ
ル
に
見
合
つ

た
流
動
性
の
あ
る

『働
き
方
文
化
』
の
醸
成

が
遅
れ
て
い
て
、

さ
ら
に
、

得
意
技
や

（昔
と
つ

た
）
杵
柄
を
活
か
す
仕
組
み
が
な
い
」
と
指

摘
す
る
。
こ
の

「得
意
技
」
を

「プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
リ
テ
イ
と
い
う
」
が

「働
く
人
全
て

が
プ
ロ
フ
エ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
テ
イ
を
活
か
し
て

い
く
会
社
の
風
土

・
文
化
を
構
築
す
る
、

あ

る
い
は
、

そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
社

会
に
お
願
い
す
る
こ
と
」
が
自
ら
の
ラ
イ
フ
ヮ
ー

ク
で
あ
り
、

東
本社
を
設
立
し
た
動
機
」。

プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
は
、

製
造
部
調
で
は

確
立
さ
れ
て
い
る
が
…
。

個
人
の

「プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
を
就

職
や
派
遣
、

斡
旋
や
紹
介
に
活
か
す
に
は
、

履

歴
や
得
意
技
を
明
確
に
す
る
必
要
が
、

ま
ず
、

あ
る
」。
そ
れ
は

「成
果
や
実
績
を
客
観
的
に
把

握
す
る
こ
と
」。
そ
の
た
め
の
同
社
独
自
ノ
ウ
ハ

ウ
と
し
て
、

「サ
ー
ド
・
パ
ー
テ
イ
・
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
＝
第
三
者
の
視
点
を
能
力
評
価
に
取
り
込

む
手
法
」
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、

「バ
ツ
ク
ア
ッ

株
式
〈
不
社
プ
ロ
フ
ェ
ツ
シ
ヨ
ナ
ル
バ
ン
ク

代
表
取
締
役
社
長
　
卜

圭

出

　

由
不
申
（
氏

プ
派
遣
」
と
い
っ
て

「８０
％
の
プ
ロ
に
対
し
て
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
専
門
教

育
を
繰
り
返
し
、
１
年
間
を
メ
ド
に
１
０
０
％

の
プ
ロ
ヘ
と
養
成
す
る
」
支
援
策
を
取
り
入
れ

て
い
る
。

「プ
ロ
フ
エ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
は
、

製

造
部
門
で
は
自
覚

・
評
価
が
し
や
す
く
、

リ
エ

ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ
の
考
え
が
浸
透
し
て
い
る
」
が
、

「管
理

・
運
営
部
門
で
は
、

フ
ア
イ
ナ
ン
ス
・
Ｉ

Ｔ

・
Ｃ
Ｒ
Ｍ

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
限
ら

れ
た
分
野
を
除
い
て
は
、

実
務
経
験

・
実
務
ス

キ
ル
の
客
観
的
な
判
断
が
し
に
く
い
」
。

そ
れ

だ
け
に

「定
年
後
の
再
ス
タ
ー
ト
に
は
、

５５
歳

か
ら
得
意
分
野
を
活
か
す
準
備
」
が
必
要
。

ま
た
、

企
業
規
模
に
お
い
て
も

「大
企
業
は

専
門
の
ス
キ
ル
評
価
に
基
づ
い
た
採
用
を
し
て

い
る
が
、

中
堅

・
中
小
企
業
は
、

そ
う
し
た
人

材
の
確
保
が
で
き
き
れ
て
い
な
い
」
。
し
か
し

「
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
リ
ス
ト
ラ
で
、

終
身
一雇
用

の
習
慣
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
」
や
、

「団
塊

世
代
の
０７
年
問
題
に
直
面
」
し
、

さ
ら
に
は
、

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
で
、

企
業
に
求
め

ら
れ
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
が
劇
的
に
変
わ
る
」
背

景
か
ら

「中
堅

・
中
小
企
業
も
、

こ
こ
３
年
で
、

法
務
専
門
職
や
Ｉ
Ｒ
専
門
職
を
確
保
す
る
な
ど
、

改
め
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
」
と
説
く
。

「事
関
職
口社
長
」を
依
頼
さ
れ
る
。

上
回
氏
は

「専
門
職
に
関
し
て
、

社
長
と
い

う
プ
ロ
フ
エ
ツ
シ
ヨ
ナ
リ
テ
ィ
ヘ
の
リ
ク
エ
ス

ト
が
数
社
あ
る
」
と
語
っ
た
。

つ
ま
り

「企
業

の
現
状
は
、

徹
底
し
た
プ
ロ
化
の
道
を
た
ど
つ

て
い
て
、

今
ま
で
と
は
考
え
を
異
に
す
る
職
の

フ
ィ
ー
ル
ド
が
出
現
」
し
つ
つ
あ
る
。

「専
門

職
と
し
て
自
己
実
現
を
果
た
す
に
は
、

得
意
分

野
で
の
自
分
の
ス
キ
ル
を
高
め
て
い
く
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
」
だ
が
、

企
業
も

「具
体
的
に
ど
ん

な
人
材
が
欲
し
い
の
か
を
明
確
な
姿
勢
で
示
す
」

と
同
時
に

「専
門
を
活
か
し
た
い
人
は

『こ
の

指
と
ま
れ
』
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
こ
と
が
大
切
」

，一雪
　
ン
，」〇


